
海と日本P R O J E C T

むなかたS D G s教室

事 業 報 告 書 ２

海を守ろうむなかた実行委員会2025年3月31日



©海を守ろうむなかた実行委員会 1

―海の問題や地域の課題を自ら発掘—

「むなかたSDGs探究」
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企 画 趣 旨

現代社会は、変化が激しく予測が困難であるとされ、これからの未来を生きる若者たちは、予測が難しい問題

に向き合い、課題を解決していく力が必要といわれます。文部科学省は、問題解決能力を育む教育方針を掲げ、

PBL（Project Based Learning=課題解決型学習）に重点を置くことを新学習指導要領で示しています。

宗像市の約60キロ沖には世界文化遺産・沖ノ島があります。ここ一体の海洋環境は、地域社会の生活と経済活

動において重要な役割を果たしています。しかし、漁業資源の減少や海洋ごみの増加、観光と環境保全のバラン

スの必要性など、多くの課題に直面しています。「むなかたSDGs探究」は、次世代を担う中学生がこれらの課

題を学び、具体的な解決策を模索することを目的とし、宗像の中学校でプログラムを実施しました。生徒たちは

海の問題や地域課題について学び、どのような取り組みで自分たちの地域をよりよくしていくことができるのか

を考え、実現を目指しました。
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実 施 概 要

◼ プログラム名 むなかたSDGs探究

◼ 期間 2024年9月～2025年3月（授業枠数計36コマ、その他販売会イベント2回、放課後のゼミ実施）

◼ 参画校 宗像市立中央中学校／河東中学校／自由ヶ丘中学校

◼ 協力 (株)ミエタ、(株)スチームシップ、(株)ベンナーズ、(株)MAGOME

◼ 参加者 中央中1年生152名、河東中2年生240名、自由ヶ丘中2年生136名、3年生144名、各校教職員

◼ 実施内容
実施準備

・カリキュラム構築／授業枠調整
・教材のカスタマイズ／ゲスト講師との調整

オリエンテーション
・プログラムの目的やゴールの説明
・簡単な個人ワークやグループワーク

ゲスト講義
・講師による講義とグループワーク（ディスカッション）
・講師から全体へのフィードバック

グループワーク
・グループワーク（プレゼンテーション作成）
・プレゼンテーション練習

プレゼンテーション
・グループ毎のプレゼンテーション
・講師からのフィードバック、全体総評

発展ゼミ ・社会実装に向け外部機関との生徒主体の取組みをサポート
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実 施 準 備 中央中学校

＜カリキュラム構築＞

宗像市立中央中学校の1年生は、「環境」をテーマに総合的な学習の時間の中で、海の環境

問題について学びながら、どのような取り組みで自分たちの住む地域をより良くしていくこ

とができるのかを考えました。

1. 単元 地域の環境を守る取り組み～私のふるさと宗像市の環境を守るために私たちにできること～

2. 単元目標 環境問題についての学習を活かし、宗像の環境のために自身ができることを実践し地域に還元する

＜単元計画資料抜粋＞ ＜教員との打合せ用資料抜粋＞
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実 施 準 備 河東中学校

＜カリキュラム構築＞

宗像市立河東中学校の2年生は、「キャリア」をテーマに、地域の職場体験で学んだことを

踏まえ、地域住民が「あったらいいな」と思うことを考えて、地域の魅力とともに自分たち

なりの表現方法で発信することに挑戦しました。

1. 単元 仕事の魅力、地域の課題を他者に発信し、自己を見つめる

2. 単元目標 実際に働いている人に話を聞いたり、職場で働いたりすることで、地域の良さや働く上で大切だと思ったことを発信する

＜単元計画資料抜粋＞ ＜教員との打合せ用資料抜粋＞
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実 施 準 備 自由ヶ丘中学校

＜カリキュラム構築＞

宗像市立自由ヶ丘中学校の3年生は、「食」をテーマに福岡市の洋菓子店「チョコレー

トショップ」と連携し、宗像市の食材を使った商品開発に取り組みました。そして、

開発した商品の魅力は何か、どうしたら多くの人に届けられるかを考えました。

1. 単元 むなかたの魅力再発見！～地元食材を使った特産品開発～

2. 単元目標 「地元食材を使った特産品開発＆宗像PRプロジェクト」を通して地域活性に資する取り組みを行う

＜単元計画資料抜粋＞ ＜教員との打合せ用資料抜粋＞
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ゲ ス ト 講 義 中央中学校 9月6日 株式会社ベンナーズ代表取締役社長 井口 剛志 氏

中央中学校1年生は9月6日、未利用魚を有効活用しているベンチャー企業「ベンナーズ｣(福岡市)の井口剛志社長から、地域資源の活用について話

を聞きました。井口さんが創業したベンナーズは、廃棄されてしまう魚を有効活用する事業を行っています。井口さんは「起業で一番大事なの

は誰かの課題を解決すること」と話し、「学んだ知識が世界をより良くします。知的好奇心を持ち続けてほしい」と生徒たちを激励しました。

＜オリエンテーション·講義資料抜粋＞
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ゲ ス ト 講 義 河東中学校 9月25日 株式会社MAGOME 代表取締役 馬込 賢太郎 氏
株式会社スチームシップデザイナー 藤澤 姫奈 氏

河東中学校2年生は9月25日、日の里団地再生プロジェクトや鐘崎漁港の活性化に取り組む馬込賢太郎氏と“地域の宝探しカンパニー”「スチーム

シップ」（長崎県波佐見町）の藤澤姫奈氏から、実際の事例など話しを聞きながらグループワークに取り組みました。講師からは、地域の

「宝」について、直接足を運び、徹底的に調べて情報を収集。魅力を深掘りすることで、発信の仕方が見えてくるとヒントをもらいました。

＜オリエンテーション·講義資料抜粋＞
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ゲ ス ト 講 義 自由ヶ丘中学校 9月26日 株式会社スチームシップ キャプテンCEO 藤山 雷太 氏

自由ヶ丘中学校3年生は9月26日、地域の魅力を全国に発信するサポート事業などを行う“地域の宝探しカンパニー”「スチームシップ」(長崎県波

佐見町)の藤山雷太氏から、商品の宣伝表現や販売戦略の立て方についてヒントをもらいました。「仲間がいるから大きなプロジェクトが達成で

きる。皆さんも仲間と本気で向き合ってほしい」と鼓舞しました。

＜オリエンテーション·講義資料抜粋＞
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ゲ ス ト 講 義 ・ グ ル ー プ ワ ー ク 中央中学校 9月26日 株式会社MGOME 代表取締役社長 馬込 賢太郎 氏

9月26日、地元の鐘崎漁港の活性化に取り組む馬込賢太郎講師が中央中学校に来校しました。馬込さんは鐘崎漁港や漁業に関する課題を紹介。漁

業従事者が年々減少し、平均年齢も上がっていることをグラフで示しました。一方で、鐘崎漁港の活性化に向けた動きもあるといいます。生徒

たちは、宗像市の地理的環境や特徴などを踏まえて、ほかにもどんな課題があるのか調べました。

＜オリエンテーション·講義資料抜粋＞
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ゲ ス ト 講 義 ・ グ ル ー プ ワ ー ク 自由ヶ丘中学校 10月2日 ㈱スチームシップディレクター 齋藤 桃香 氏

10月2日、株式会社スチームシップでディレクターサポートを務める齋藤桃香講師が自由ヶ丘中学校に来校しました。講師は地域産品などの魅力

を届ける業務に従事しており、「まずは『誰に、どの魅力を、どのように伝えるか』を考えること」と説明しました。生徒たちは、開発した商

品の特長を再確認しつつ、販売会では「宗像の特産品を使っていることを伝えたい」など、グループの中でさまざまな意見が飛び交いました。

＜オリエンテーション·講義資料抜粋＞
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ゲ ス ト 講 義 ・ グ ル ー プ ワ ー ク 自由ヶ丘中学校 10月7日 ㈱MAGOME 代表取締役 馬込 賢太郎 氏

10月7日、地元の鐘崎漁港の活性化や団地の再生に取り組む馬込賢太郎講師が自由ヶ丘中学校に来校しました。自由ヶ丘中学校2年生は、地元食

材を活用したメニュー開発に取り組んでいます。この日は馬込講師から、商品開発の手順やニーズの把握方法について話しを聞きました。講師

からは「地元特産品を調査し独自性を見出すこと」「アイデアを寄せ合ってコンセプトを設計すること」とヒントをもらいました。
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ゲ ス ト 講 義 ・ グ ル ー プ ワ ー ク 自由ヶ丘中学校 10月25日 ㈱スチームシップデザイナー 荻島 菜月 氏
デザイナー 藤澤 姫奈 氏

10月25日、株式会社スチームシップでデザイナーを務める荻島菜月講師、藤澤姫奈講師が自由ヶ丘中学校に来校しました。講師は、ウェブサイ

トやカタログデザインを担当しており、販売会に向けたチラシや宣伝用ポップを作るコツを生徒たちに教えました。「誰に向けて、何のために、

何を伝えたいかが起点。アイデアに困った時は起点に立ち返る」と話し、生徒たちが考えてきたことを基礎に進めることの重要性を伝えました。

生徒たちは、議論を重ねてきた販売戦略をいかしつつ、チラシをデザインし、接客時の商品紹介の方法もマニュアルに落とし込みました。

＜オリエンテーション·講義資料抜粋＞
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グ ル ー プ ワ ー ク (販売会リハーサル) 自由ヶ丘中学校 10月31日 ㈱ミエタ ファシリテーター 酒井 舞 氏

10月31日、自由ヶ丘中学校3年生はJR博多駅構内コンコースでの販売会に向けたリハーサルを行いました。生徒たちが開発に携わったオリジナル

チョコレート「Saison de Munakata（セゾン ド ムナカタ）」は、宗像の四季を表し、4種類それぞれに宗像の特産品が含まれ、すべてに「大島

の塩」が使用されています。生徒たちが制作したチラシやポップ、販売マニュアルを使い、多くの人に宗像の魅力が届くように取り組みました。

＜作成したチラシ・購入御礼カード＞
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プ レ ゼ ン 資 料 作 成 講 習 各参画中学校 10月 ㈱ミエタ ファシリテーター 島川 竜也 氏

10月、各参画中学校にてそれぞれプレゼンテーション資料作成のための講習を実施しました。株式会社ミエタの島川氏がファシリテーターを務

め、課題の設定から、プレゼンテーション資料作成の手順、プレゼンテーション時のコツなどを伝授する授業を実施しました。

＜講習用スライド抜粋＞



©海を守ろうむなかた実行委員会 16

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 河東中学校 10月25日 研究発表会 ※宗像市内の教職員、教育委員会が視察
10月29日 プレゼン・講評 ※㈱MAGOME 代表取締役 馬込 賢太郎氏

㈱スチームシップデザイナー 藤澤 姫奈氏が来校

河東中学校2年生は10月25日、研究発表会に臨みました。各教室にグループ毎のプレゼンブースを設けて、来校した教職員の方々に地域の仕事の

体験と地域課題の解決策「あったらいいな」を発表しました。29日には馬込講師と藤澤講師が来校。各クラスの代表グループがプレゼンに挑み

ました。講師は、「素晴らしいアイデアで、ぜひ実現に向けて動き出してほしい」と講評しました。
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 中央中学校 10月31日 プレゼン・講評 ※㈱MAGOME 代表取締役 馬込 賢太郎氏が来校

中央中学校1年生は10月31日、グループでまとめた解決策の最終発表に臨みました。これまでの授業で講師を務めた馬込賢太郎さんも来校し、発

表を聞きました。生徒たちは、ごみの削減や未利用魚の活用など練り上げた企画案を提案。各プレゼンを聞いた馬込さんは、「課題に対し、楽

しく解決するという提案がすばらしい」「おもしろい内容なので協力してくれる人たちもいるはず。ぜひ実現してほしい」と発表内容を高く評

価し、次のステップに向けて背中を押しました。また、授業を担当した花田尚子教諭からも「プログラムが始まった当初は、これほどのプレゼ

ンができるとは思わなかった」と、約2ヶ月にわたって、プログラムに取り組んだ生徒たちの成長ぶりに目を丸くしていました。

＜生徒発表スライド抜粋＞
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販 売 会 自由ヶ丘中学校 11月13日 JR博多駅構内コンコース販売会

11月13日、自由ヶ丘中の3年生が商品開発したオリジナルチョコレートの販売会がJR博多駅中央改札口前特設コーナーで開催されました。生徒た

ちが販売を担当し、宗像の産品を使ったチョコ4種類のセット「セゾン·ド·宗像」をPRしました。自作のチラシや宣伝用ポップを使いながら商品

をPR。足を止める人に試食をすすめ、オリジナルチョコのこだわりを説明する生徒たちの姿もありました。計800セットが完売しました。
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発 展 ゼ ミ 中央中学校 2024年12月～2025年3月 ㈱ミエタ ファシリテーター 島川 竜也 氏

中央中学校の1年生は、プレゼンした内容が実社会で活用されることを目指し、発展ゼミとして継続して取り組みました。中心となる生徒で実行

委員会を形成し、昼休みや放課後等の課外の時間を使って、ミエタ島川さんのサポートを受けながら学外の方々とやり取りし、ごみ箱の設置や

ポスターの掲示など交渉を重ねました。実際に奇抜な形のごみ箱やポスター制作まで行いました。
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発 展 ゼ ミ 自由ヶ丘中学校 2024年12月～2025年2月 ㈱ミエタ ファシリテーター 酒井 舞 氏

自由ヶ丘中学校の2年生は地元の食材調査やメニュー開発、試作に取り組んできました。今回学んだ宗像の食材を多くの人に伝えたいと考え、PR

イベントを道の駅むなかたで実施することを企画。イベントに向けて、チラシを作成して配布するなど準備を進めました。2月28日のイベント当

日は、考案した商品を生徒みずから販売。「いのししバーガー」「ブリ入りアカモク素麺（そうめん）」などのほか、エコバッグといったオリ

ジナルグッズも。地元野菜をふんだんに使ったカレーピザは、焼きたてを生徒が陳列するとあっという間に売り切れました。
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―大学生と海の課題解決を考える座談会―

「宗像国際環境会議学生分科会」
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宗 像 国 際 環 境 会 議

◼ 企画名 宗像国際環境会議学生分科会

◼ 日時 2024年10月11日(金)10:00-16:00

◼ 場所 午前の部：宗像大社清明殿

午後の部：宗像市立中央中学校体育館

◼ 参加者 県内大学生20人、中央中７年生152人

◼ 内容 午前の部：宗像市の海洋環境について考え、宗像市の豊かな海を残すために

できることを考えるワークショップ

午後の部：中学生の学習内容のプレゼン。大学生との意見交換

概要

玄界灘の海水温度の上昇により沿岸部に広がる磯焼け、漂着ゴミ（マイクロプラスチック）の問題

を中心に「海の鎮守の森」構想を掲げ、海の再生事業に取り組みながら、近年の急激な海の変化へ

の提言や情報を国内外に発信するため、宗像大社、宗像市を中心とする組織として2014年に設立。

毎年海の環境問題などについて議論する会議を開催し、2024年で11回目を迎えました。

https://www.munakata-eco.jp/

本会議の開催に合わせて、大学生２０人が集まるワークショップに加え、中央中の７年生152人とともに双方の学びを深める交流を行

いました。中学生のプレゼンを受けて、大学生のアイデアや意見を交換し、中学生発案の企画のブラッシュアップに取り組みました。

＜宗像市ニュースリリース＞

https://www.munakata-eco.jp/
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宗 像 国 際 環 境 会 議 学生分科会当日の模様
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アンケート（生徒・教員の声）
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生 徒 事 後 ア ン ケ ー ト 結 果 （ 全 体 サ マ リ ・ 中 央 中 学 校 ）

＜雑感＞

プログラム自体は高い満足度で、難しさを

感じている生徒も多かった。生徒たちの主

体性を引き出すワークが中心で、自分自身

でやり方を模索したり、コミュニケーショ

ンを取る必要があったため、通常授業には

ない緊張感と達成感があったと推察される。
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生 徒 事 後 ア ン ケ ー ト 結 果 （ プ ロ グ ラ ム を 通 じ て 体 得 し た こ と ・ 中 央 中 学 校 ）
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生 徒 感 想 /  コ メ ン ト （ 中 央 中 学 校 ）
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教 員 事 後 ア ン ケ ー ト 結 果 （ 中 央 中 学 校 ）

＜雑感＞

プログラムへの満足度は高く、

難易度も適切であるとの評価。

プログラムの期間は少し長さを

感じており、生徒の集中力維持

の課題が示された。また、学力

が低い生徒へのサポートに関し

て、もう少し簡潔で具体的な示

唆を与える場面も必要だった。
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教 員 感 想 /  コ メ ン ト （ 中 央 中 学 校 ）
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生 徒 事 後 ア ン ケ ー ト 結 果 （ 全 体 サ マ リ ・ 河 東 中 学 校 ）

＜雑感＞

プログラムの満足度平均は3.69と

達成感を得られなかった生徒もや

や見られた。グループワークに取

り組む時間の確保がやや足らず、

一方でコツをつかんだ生徒のスラ

イド作成スピードは速かったこと

から、難易度の調整が課題となっ

た。
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生 徒 事 後 ア ン ケ ー ト 結 果 （ プ ロ グ ラ ム を 通 じ て 体 得 し た こ と ・ 河 東 中 学 校 ）
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生 徒 感 想 ／ コ メ ン ト （ 河 東 中 学 校 ）
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教 員 事 後 ア ン ケ ー ト 結 果 （ 河 東 中 学 校 ）

＜雑感＞

プログラムへの満足度は高く、

難易度は普通であったとの評価。

4コマまとまった時間でプログラ

ムを進行したが、集中力が途切

れた生徒を復帰させる手立てに

課題があった。
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メディア掲出
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公式サイト

「ささっとー」

(読売新聞ニュースサイト)

合計10記事掲載

① 海の幸！山の幸！ 宗像の中学生

が地元食材の魅力を学んでPR

② 宗像の中学生が環境改善に挑む！

「むなかたSDGs探究」が開講

③ 中学生が宗像特産チョコ開発 商

品の魅力どう伝える？

④ 宗像の中学生が環境改善に挑む！

課題を調査し解決案を熟考

⑤ 大学生と海の課題解決を考える座

談会 宗像・中央中の1年生

メ デ ィ ア 掲 出
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公式サイト

「ささっとー」

(読売新聞ニュースサイト)

合計10記事掲載

⑥ 特産品で作ったチョコの魅力を届け

よう！ 宗像・自由ヶ丘中の生徒が

商品PR策を立案

⑦ 働くことから地域の魅力を深掘り！

宗像・河東中で「SDGs探究」

⑧ 中学生考案のチョコが商品に JR

博多駅での販売会は盛況

⑨ 宗像の中学生が環境改善に様々なア

イデア グループで最終発表

⑩ 中学生が道の駅むなかたで販売会

地元食材のメニューで魅力発信

メ デ ィ ア 掲 出
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新聞

メ デ ィ ア 掲 出 ※動画やその他成果物は別紙報告書に記載

読売新聞地域版 10月17日付朝刊
読売新聞地域版 11月14日付朝刊

毎日新聞地域版

7月26日付朝刊

西日本新聞地域版 9月25日付朝刊

西日本新聞地域版

8月27日付朝刊
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W E Bメディアほか

メ デ ィ ア 掲 出

海と日本PROJECT inふくおか

・10月31日掲出開始

宗像市広報誌

・むたなかタウンプレス1月号

宗像市ホームページ


